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令和７年度

県庁インターンシップ実習生を受け入れました！
兵庫県では県立高等学校生徒が自己の将来の在り方や生き方について考え、

目標を持って主体的に進路選択ができるようにするため「県庁インターンシッ
プ」を実施しています。
今年度は神戸高塚高等学校、伊丹北高等学校、芦屋国際中等教育学校から４
名の生徒がやってきました。

実習ではカウンターに立っ
て実際に利用者と接すること
はもちろん、寄贈本の仕分け
を行ったり、本にブッカーを
かけたりするなど裏方の仕事
を体験してもらいました。ま
た、館長から働くことについ
てのお話をしてもらい有意義
な時間を過ごしました。
そして最終日には期間中ずっ
と進めてきた展示の準備の成
果を大閲覧室にみんなで協力
して展示することができまし
た。
この県庁インターンシップ

の活動を通じて仕事とは周り
の人と協力して進めていくも
のであるとわかった良い機会
となりました。

インターンシップ生×県立図書館
妖怪たちのハロウィンパーティー！！
～本を読まなきゃいたずらするぞ！～

※インターンシップ生の展示は８月29日か
ら１月14日まで開催しています。

図書館夏祭りは
多くの来館者で賑わいました！
８月23日の土曜日に毎年恒例の図
書館夏祭りを行いました。メダカの
コタロー劇団によるステージや県立
加古川東高校生の自作絵本の読み聞
かせ、さらには人と自然の博物館か
らは移動博物館車の「ゆめはく」が
来て夏祭りを盛り上げてくれました。

完成した展示です

課室でのあいさつ

展示作業

ラベル貼り体験

チョウの標本の展示 高校生による自作絵本の読み聞かせ



もっと伝えたい
兵庫県立図書館
一般講座「形成外科でできる まぶたとお肌の治療

～二重・クマ・しみのお悩みに対して～」

子ども向け講座「光のミラクルサイエンス教室」

連続気象講座 第１回
「気象庁と学ぶ前線・台風・洪水

－気象災害から身を守る－」

県立図書館では県民の皆さんに向けた様々
な講座を行っています。夏から行った講座
の紹介をします。

７月12日(土)に「ときよし形成外科 まぶたと美容のクリニックの院長であ
る時吉貴宏氏を招いて講義をしていただきました。形成外科の説明から始ま
り、二重埋没法や眼瞼下垂、クマ手術など特に女性にとって興味のある内容
をわかりやすく解説していただきました。
また、看護師の方からは「今日からできるスキンケア」、「紫外線対策」
についてのお話もしていただきました。参加者の皆さんも大満足された講座
となりました。

９月21日(日)に高砂市立荒井小学校
の高田昌慶氏を招いて小学生を対象に
科学実験教室をしていただきました。
光には赤から紫の７色からなってお
り、その割合で色が違って見えること
を実際に体験しながら学ぶことができ
ました。また、工作もしてお土産も
持って帰ってもらいました。

県立図書館案内ツアー

10月２日(木)に神戸地方気象台か
ら土砂災害気象官の神野氏をお招き
して講座を行っていただきました。
河川の増水など、実際の映像を多
数用いて参加者に気象災害について
わかりやすく解説し、その危険性を
伝えていただきました。

８月21日(木)に県立図書館案内ツ
アーを行いました。この日は第３木
曜日で休館だったため、静かな館内
を約１時間かけて県立図書館で利用
できるサービスを説明し、一般利用
者が立ち入ることができない書庫な
どを見学していただきました。



大閲覧室 ～ R7  12/１7

兵庫県立歴史博物館×兵庫県立図書館

華麗なる大正ロマン～童謡と文豪が
織りなす、きらめきの言葉たち～

ひょうごの古墳を知ろう！

デフリンピック

～TOKYO 2025 DEAFLYMPICS～

大閲覧室 ～R7 12/１7

展 示

講座・イベントおよび展示の詳細
や参加の申込み方法については
当館ホームページなどで公開しま
す。お楽しみに！

講座・イベント一覧

11月ー 2月 参加無料！

12月４日（木）

兵庫県立図書館HP Facebook

X（旧Twitter）

ふるさとひょうご情報室
～ R7  12/１7

2025ひょうご本大賞

ふるさとひょうご情報室
～ R7  12/１7

連続気象講座 第２回
「気象庁と学ぶ南海トラフ地震

-いま私たちにできる備え- 」

●講師 神戸地方気象台
南海トラフ地震防災官
里見 克彦 氏

●時間 13:30～15:00

●場所 県立図書館第２研修室

●内容 南海トラフ地震について知っ

ておくべきことや備えておく

べきことを専門の講師から

聞くことができる講座です

●定員 50名

２月28日（土）

一般講座
「サイバー空間からの

危険から身を守るために」

●講師 兵庫県警察サイバーセンター
担当警察官

●時間 10:30～12:00
●場所 県立図書館第２研修室

●内容 インターネット上の様々な

リスクを知り、身を守る術を

警察官の方から学びます
●定員 50名

県立歴史博物館で、企画展「童
謡と大正ロマン」が開催されてい
ます。県立歴史博物館の企画展と
あわせて、当館所蔵の大正時代の
文豪の作品や貴重な資料、大正ロ
マン文化や社会的な時代背景を
感じることができる書籍などを展
示します。ぜひご覧ください。

Coming Soon！

● 大閲覧室 12/19 ～ 3/18 市民マラソンの歴史と

ランナーを支えるランニング

シューズ(仮)

12/19 ～ 2/18 防災・減災を知り、

備えよ常に

１/16 ～ 終期未定 三島由紀夫生誕100年

● ふるさとひょうご情報室

12/19 ～ 2/18 1.17は忘れない

１/16 ～ 終期未定 ほろよい郷土めぐり
Instagram

令和７年11月15日（土）～26日
（水）の12日間に東京都を中心に
に開催される「デフリンピック」、開
催されます。
それに伴い、当館が所蔵する聴覚
障害に関する資料をはじめ、デフリ
ンピックのことを知っていただけるよ
うな様々な情報をお届けします！

全国にある古墳138,474基のう
ち、17,472基が兵庫県にあります。
こんもりした丘は、誰かが眠る古墳
かもしれません。 被葬者や築かれ
た時代が、気になりませんか。手が
かりは、図書館にあります。

ひょうご本大賞2025が『カメオ』
松永K三蔵著 に決定しました。大
賞受賞作品並びに他の最終ノミ
ネート作品の展示を行いますので、
この機会にぜひ兵庫ゆかりの本に
親しんでください。



県立図書館からのおススメ

職員おススメ本②

『男たちの大和 上』

当館請求記号：913.6/2662/1

著者：辺見 じゅん

出版社：角川書店

出版年：1983.12

昭和16年12月８日、東京の虎ノ門において広島県呉

市の市長が逮捕された話から始まります。この朝、日

本は太平洋戦争に突入しました。

太平洋戦争の開戦から終焉と運命を共にした史上最

大の戦艦「大和」。そこには3333人の乗組員の人生が

ありました。豊富な資料データや取材をもとに、上下

巻の「上」では、戦艦大和の建造から沖縄水上特攻出

撃までが記されています。戦後60年記念で決定版を原

作として映画化し、今年で戦後80年になる今だからこ

そおすすめしたい一冊です。

職員おススメ本①

『超姿勢力』

当館請求記号：498.3/417

著者：ZERO GYM

出版社：クロスメディア・

パブリッシング

出版年：2017.10

最近、姿勢の悪さが気になっていませんか？

本書には「姿勢の悪さは無駄に疲労を蓄積させ、日々

のコンディション、パフォーマンスを落とす原因であ

り、姿勢を正すためには長年の凝り固まった筋肉をほ

ぐし、ずれてしまった骨や関節をもとの場所にもどす

ことが大切」と書かれ、そのために必要なストレッチ

などを写真で紹介しており、分かりやすい構成になっ

ています。

この本を読んで本来の正しい姿勢を取り戻してみま

せんか？

【開館時間】  9：30～18：00
【休 館 日 】  毎週月曜日・毎月第3木曜日

特別整理期間（6月頃 1週間程度）
【アクセス 】○JR明石駅、山陽明石駅で下車、北へ800メートル（明石公園内）       

○当館に専用駐車場はありません。お車でお越しの際は、公園内
または近隣にある有料駐車場をご利用ください。

【ホームページ】 https://www.library.pref.hyogo.lg.jp
兵庫県立図書館 TEL 078-918-3366 /FAX 078-913-9229
 TEL 078-918-3377（調査相談）

職員おススメ本④

『告白』

当館請求記号：913.6/k240

著者：湊かなえ

出版社：株式会社双葉社

出版年：2022.11

郷土ゆかりの作家湊かなえ氏

の作品「告白」は、映画化もされています。

この本では娘の死の真相についてクラスの中に殺人

者がいるという始まりの「聖職者」から「殉教者」

「慈愛者」「求道者」「信奉者」「伝道者」の章立て

になっており、それぞれに主な登場人物の心情と対人

関係を垣間見ることができます。 少年犯罪、償い、

教育、動機、復讐、母子関係、いじめなど考えるとこ

ろ満載な作品になっています。

一度お手に取ってみてはいかがでしょうか？

職員おススメ本③
『月のきほん』
当館請求記号：446/13

著者：白尾 元理

出版社：誠文堂新光社

出版年：2017.10

“月”と言われて何を

思い浮かべるでしょうか。

満月に三日月、だんご、かぐや姫など、様々な月にま

つわる名前や物語がありますね。古代から人は月を眺

め、その見た目や有り様から想像を膨らませて、遠く

にありながらも身近に感じてきたものです。

この本は、そんな月についての“きほん”を、写真

やかわいいイラストとともに説明してくれます。

移動している自分に月が“ついてくる”と考えたり、

月でうさぎが餅つきをしていると思った子どもの頃。

その後の学びで、少しは月のことを知っているつもり

でしたが、教科書に載っていない事柄がたくさんあり、

中でも毎年３㎝ずつ月が地球から離れている事実には

驚きました。

アポロ11号の月面着陸から今年で56年。まだまだ人

類の月旅行は叶いませんが、秋の夜長に美しい月を眺

めつつ、月の“きほん”を学んでみませんか？

https://www.library.pref.hyogo.lg.jp/
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